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概要 
神経軸索の誘導に関する研究を行っていますが、我々は、胎生期における後索—内側毛帯系（振動覚、
触覚、圧覚などを伝える感覚路）の形成には Netrin-1 という蛋白質が必須であることを見い出しま
した。下図は延髄部での後索—内側毛帯系の交叉である毛帯交叉が、Netrin-1 欠損マウスにおいて見
られないことを示しています。Netrin-1 はもともと胎生期脊髄の交連神経の交叉の誘導に必須である
ことが知られております。神経路の形成には誘引性または反発性の蛋白質が関与していることが解明
されてきており、交連神経はそのよい研究対象とされてきました。神経発生の分子機構はいまだ不明
な点が多く、研究途上にあります。遠い将来には、これまで不可能であった脊髄損傷の治療への応用
に役立つよう希求しておりますが、現在のところ、発生段階での神経路形成における分子メカニズム
を研究していく段階であり、実験モデルを模索している所です。 
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胎生期の神経底板から分
泌されるNetrin-1は、交連
神経のみならず、後索—内
側毛帯系の交叉（毛帯交
叉）も誘引する 
軸索路形成期の分子メ
カニズムの解明 
Netrin等の胎生期軸
索誘引を行う化学誘
導因子の存在 
神経発生の分子機構の解明 
脊髄損傷時の軸索伸展への関与 
脊髄軸索は損傷を受
けると、殆ど再生し
ないが、軸索伸展阻
害物質や神経栄養因
子の調節により非選
択的な軸索伸長が観
察されつつある 
効果的な軸索伸展の方
法・環境の解明 
神経軸索が誘引また
は反発をうける仕組
みを主要な神経系に
おいて研究してゆく
 
軸索トレーサー
培養実験 
免疫組織化学
遺伝子発現実験
独自データ 
実験計画 
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するという可能性 
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A B 左図：胎生末期における延髄毛帯交叉の観察。 
A: 正常マウスでは、正中腹側（矢頭）を越えて交
叉線維がトレースされた。B: Netrin-1欠損マウス
では、線維の集束も無く、交叉は認めなかった。 
Scale: 200µm. asterisk: DiI注入部位 
分子生物化学
的手法 
 
